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138 アメリカ合衆国の発展（1） 初期アメリカ合衆国

初期アメリカ合衆国の政治史
１）二大党派が成立

①【1: 】Federalists 連邦政府の権限強化を主張し､1787～88年に憲法草案を支持した人びと。

後にハミルトン 1757-1804 を中心に形成された政党の名となったが1801年以降衰退。

②【2: 】Anti-Federalists 各州の自治権の尊重を主張し、1787～88年に憲法草案に反対した人びと。

ジェファソンを中心にリパブリカン（民主共和党）を形成。1801年以降政権を担当。

２）1800年、【3: 】在職1801-09 が第３代大統領に当選した。言うまでもなく独立宣言起草者で反連邦派。

ジェファソンの当選は反連邦派大統領への平和的な政権移行(1801)と見なされた。「1800年の革命」と呼ぶ者もい

る。

1801年～1861の間、途中の８年間を除き、ずっと反連邦派（→民主共和党→共和党）側が政権を担当！

1803年 西部への膨張を重視するジェファソンは、ミシシッピ以西の【4: 】をフランス（ナポレオン１世）

から1500万ドルで購入。西部開拓は本格化した。

この地は、七年戦争後のパリ条約(1763)でスペインに譲渡されたが、1800年、フランスが再取得していた。

３）アメリカ合衆国初期７代の大統領は所属政党・在職年代ともに覚えよう。（一代おきに太字の大統領は必ず）

氏 名 綴 り 在職 出生地 所 属 政 党

1 ジョージ・ワシントン George Washington 1789-1797 ヴァージニア －

2 ジョン・アダムス John Adams 1797-1801 マサチューセッツ フェデラリスト党

3 トマス・ジェファソン Thomas Jefferson 1801-1809 ヴァージニア リパブリカン党

4 ジェームズ・マディソン James Madison 1809-1817 ヴァージニア リパブリカン党

5 ジェームズ・モンロー James Monroe 1817-1825 ヴァージニア リパブリカン党

6 ジョン・クインシー・アダムス John Quincy Adams 1825-1829 マサチューセッツ リパブリカン党

7 アンドリュー・ジャクソン Andrew Jackson 1829-1837 サウスカロライナ 民主党

４）首都ワシントンD.C.建設

５）フランス革命、ナポレオン戦争期（＝初代から第４代大統領までの期間）、中立を守った合衆国は貿易の利を得た。イギリ

スによる通商妨害が激しくなり、再びイギリスと戦うことになる。

これが、【5: 】（米英戦争）1812-14 である。当時の大統領はマディソン。

勝利はできなかったが第二次独立戦争とも呼ばれ経済的発展と自立を促したとされる。

①連邦派･反連邦派の対立は緩和され、国民意識高まる。内陸部開発は促進される。

②木綿工業、鉄鋼業などで産業革命が準備された。

③経済的自立の道を進む。

1800年、首都機能を果たすために計画的に建設され

た人工都市。トマス=ジェファソンとアレクサンダ

ー=ハミルトンの会談で今日の場所に決定。

1790年に法案が可決。

建設時の大統領はアダムズ。

1801年、特別区は連邦議会の管轄下に置かれた。

"D.C." は "The District of Columbia"（コロン

ビア特別区）の略で、南アメリカのコロンビア共和

国と同様にアメリカ大陸の「発見」者クリストファ

ー=コロンブスにちなんだ名である。コロンビアは

いわばアメリカ合衆国の雅名。

アメリカ合衆国西北部のワシントン州の名の由来

はもちろんアメリカ合衆国初代大統領ジョージ=ワ

シントン。州都はシアトル。マリナーズの根拠地。

ポトマック川に沿って、明治

末期にわが国から贈られた桜

が毎春咲き競い、「桜まつり」

が開催される。
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６）1810年代から1820年代のラテンアメリカ諸国独立期＝第５代モンロー大統領 在職1817-1825

1823年、【6: 】出される。 その内容は№137参照

→ 19世紀末の、ラテンアメリカをアメリカ合衆国の影響下に置こうとするパン=アメリカ主義につながる。

1819年 経済の発展でスペインから【7: 】を買収することができた。

マリリン=モンローの母は、生前モンロー大統領は親戚だと言っていたが、マリリン=モンロー本人に確認すると笑って答えな

かったという。

７）1828年、西部開拓農民出身の【8: 】が第７代大統領 在職1829-37 に当選した。西部開拓が推進された。そのた

め、追い詰められた先住民の抵抗闘争（→№139）が強まった。

①「【9: 】」と呼ばれる農民と都市小市民の利益を重視する改革を実施。

具体的には白人男性の【10: 】など、民衆の政治参加の拡大を見た。義務教育制度の普及も行った。ただし、

その民主主義には、先住民も、奴隷も、【11: 】も、権利を有する者として含まれてはいなかった。資木家の勢力も

抑えられていた。

ジャクソンは、選挙で勝利した政党は支持者の利益にかなう人材を公職に就かせることができるという「スポイ

ルズ・システム」を強化し（独立前からあった）、州レベル、国レベルでも行われるようになった。その後、批

判され縮小したが、現在でも、大統領が交代すると中央官庁の高級官僚が多数入れ替えられる方式に名残を留め

ている。大統領の交代で失職したエリートは大統領のブレーンであったキャリアを生かして高給職に転職する。

スポイルズ＝戦利品、狩猟の獲物 「戦利品は勝者のもの」から来ている。猟官制とも訳される。

②民主党････ジャクソンの支持者たちが1820年代に組織した南部を地盤とする政党。1829～61年の間に、８年間を除き大統

領を出した。南北戦争後、大都市を地盤とする全国的政党になった。

国民共和党が、北部の商工業者をはじめとするジャクソンに反対する勢力を集めて、1834年に結成したのがホイッグ党。

その一部が、後に共和党を形成する。

③【12: 】(1830年）････先住民をミシシッピ川以西の政府が指定した居留地に強制的に移住させるという驚

くべき立法。（→№139）

なお、「たった３つでクマ退治」の伝説の主、西部の英雄デイビー=クロケット 1786-1836 もジャクソンの部下だったことがある。

デイビーは後年、「もう西部人とは言えなくなった」ジャクソンを嫌いテキサスに赴き、「負ける戦と知りながら、アラモの砦

に」駆けつけメキシコ軍と戦って捕らえられ処刑された。

マニフェスト=デスティニー 1890年代以前のアメリカは西部開拓が経済発展の基盤

１）アメリカは領土の拡大にはきわめて積極的だった。ただしイギリス・フランスなどと異なりこの時期は海外領土ではない。

アメリカが海外植民地の獲得に乗り出すのは1890年代以降である。

《領土拡大のまとめ》

以下の解説の①から⑨は左図の①か

ら⑨と対応する。

①+② 独立当時の領土(1783)

③＝「ミシシッピ川以西のルイジア

ナ」：1803年、ジェファソン大統領

がナポレオンから1500万ドルで買

収。領土はいっきに倍増、西部開拓

の気運は高まった。

ここで、【13: 】

1812-14 勃発。 前掲5)参照

④＝ノース=ダコタ：イギリスより

割譲（1818）

⑤＝フロリダ：1819年、スペインよ

り購入。 前掲6)参照

⑥＝テキサス：アメリカ系移民がメ

キシコから独立宣言(1836)、州に編

入(1845)。

⑦＝オレゴンの南半分：イギリスと
交渉、1846年併合。

ここで、【14: 】1846-48 勃発：テキサス南境の紛争が原因。アメリカが完勝。 №139
⑧＝カリフォルニア：1848年、アメリカ・メキシコ戦争でメキシコから奪う。同1848年、金鉱発見。人口急増(1849)
⑨＝アリゾナ、ニューメキシコ州南端部：メキシコより購入(1853)。米側高官の名を取ってガズデン購入という。

大陸横断鉄道南ルート用地（実際は未建設）。不毛の高原・山岳地帯だが⑧の購入価格が安すぎたため補填として購入。

⑩［地図外］ロシアからアラスカを買収（1867)した。
注意：たとえば⑦のオレゴンは現在のワシントン州他を含み、⑧のカリフォルニアは現在のネバダ、ユタ州他を含む等現

在の州領域と一致しない。他も同様。これらは州名ではなく慣用的な広域の地名であると思って頂きたい。

２）1840年代以降、白人開拓者たちは、たとえ（当時は「インディアン」と呼ばれた）先住民の暮らしを破壊し、殺戮を行お

うとも、領土拡張は人口増加による当然の措置で、神から与えられた使命（＝「【15: 】（明

白なる天命 Manifest Destiny）である」と考えていた。これは、1840年代以降の流行語となり、前掲⑦（オレゴン南部）、

⑧（カリフォルニア）獲得の際、強調された。

manifest （形）：明白な destiny（名）：宿命、前世の約束 cf ちなみに政見発表は manifesto である。


